
 
  
 

■	 スポーツ・フォー・トゥモローホームページ   

http://www.sport4tomorrow.jp/jp/  
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スポーツ・フォー・トゥモローコンソーシアム事務局 
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報道関係各位 

2016 年 2 月 4 日青年海外協力協会は日本スポーツ振興センターの委託を受け、「スポーツ・フォー・トゥモロー

（SFT）※１」事業の一環として、マラウイ共和国・リロングウェにて日本式 UNDOKAI（運動会）を実施いたしまし

た。 

本イベントはあらゆる世代の人々にスポーツの価値とオリンピック・パラリンピック・ムーブメントを広げるため

に日本式の「UNDOKAI」を実施し、子どもたちに体を動かすことの喜びを認知してもらいスポーツ活動機会の創

出を目的として昨年に引き続き２度目の開催となりました。 

 

イベント当日は３校から４～７年生約６００人が参加し、準備体操・徒競走・綱引き・リレー・サイクロンレースを実

施しました。子供達は、運動会を通じ、諦めない心や協力して勝つ喜びなど体験することができました。 

昨年以上に、それぞれの学校独自の工夫も感じられ、着実に「UNDOUKAI」が根付き始めています。 

 

■イベント当日の様子 

  

■スポーツ省長官 チユミヤ大臣 コメント 

「運動会を見て、私はとても感銘を受けました。運動会は素晴らしいプログラムであり、できるだけ早く多くの学校

に紹介し広めたいと思っています。この取り組みは 2020年に向けた素晴らしい取り組みで運動会によって多くの

アスリートを発見する可能性が生まれました。このような機会を提供してくれた日本に感謝するとともに今後も日

本とマラウイの関係を継続していきたいと思っています。」 

 

今後も、スポーツを通じた国際交流・国際貢献活動を継続し、スポーツ・フォー・トゥモローの活動を一層拡充して

まいりたいと考えております。 

 

 

スポーツを通じた国際貢献事業  「スポーツ・フォー・トゥモロー」プログラム     

マラウイ共和国にて日本式「UNDOKAI」を開催！  
  

首都リロングウェの小学校で開催し、約 600 名の現地の子どもが参加  

  

≪ お問合せ先 ≫ 

スポーツ・フォー・トゥモロー・コンソーシアム事務局 

（独立行政法人日本スポーツ振興センター内） 

担当 小川・岸 

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 3-7-5 青山 MS ビル 7 階     

TEL:03-6804-2776  FAX:03-3403-1570 



	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

 

１ スポーツ・フォー・トゥモロー（SFT）とは 

・	 2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催国として、2014 年から 2020 年までの 7 年間で、開発

途上国をはじめとする 100 カ国以上の国において、1,000 万人以上を対象に、世界のよりよい未来のために、

未来を担う若者をはじめ、あらゆる世代の人々にスポーツの価値とオリンピック・パラリンピック・ムーブメント

を広げていく取り組み。外務省とスポーツ庁が連携し日本国政府が主導するプログラムである。 

・	 このプログラムを、日本国政府として着実に実施していくことは、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競

技大会に向けた我が国の国際公約の一つ。 

・	 行政機関、関係団体、大学等が保有している知見の交換、各機関の連携協力を促進し、国際社会にス

ポーツの価値とオリンピック・パラリンピック・ムーブメントを広げていくことを目的に、スポーツ・

フォー・トゥモロー・コンソーシアム(SFTC)を形成している。 

・	 SFTC には平成 28 年 2 月 2 日現在で 141 団体が加盟している。 

 

 

２ スポーツ・フォー・トゥモロー認定プログラムとは 

・	 オール・ジャパンで「スポーツ・フォー・トゥモロー」のムーブメントを促進していくことを目的に、スポーツ・フォ

ー・トゥモロー・コンソーシアムが、会員団体が実施する「スポーツ・フォー・トゥモロー」の趣旨に沿った活動を

「スポーツ・フォー・トゥモロー・プログラム」として認定するもの。 

・	 これまでの認定プログラム例 

Ø カンボジアにおける「運動会」の開催（国際武道大学） 

Ø 国際シンポジウムの開催（大阪大学） 

Ø モルディブバドミントン協会会長の招へい（日本バドミントン協会） 

Ø 第 9 回チアリーディングアジアインターナショナルオープンチャンピオンシップ/第 2 回アジアンジュニア

チアリーディングチャンピオンシップ（日本チアリーディング協会） 
Ø 『女性にとってのスポーツの価値と力』 ―女性とスポーツフォーラム Vol.1―（共立女子学園） 
Ø アジア野球連盟への物品支援（ミズノ株式会社） 
Ø スペシャルオリンピックス出場に向けたモンゴル特別支援学校における卓球練習環境整備支援（株式

会社アシックス、日本卓球株式会社、日本卓球協会） 
Ø 野球大会を目指したネパール震災復興支援（NPO 法人ネパール野球ラリグラスの会） 

 
 


